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１６章 京都大学／グローバル COE「親密圏と公共圏の再編成をめざす 

アジア拠点」における「アジア版エラスムス・パイロット計画」 

 

 

1. 京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」

の概要27
 

本プロジェクトは、京都大学大学院文学研究科に拠点を置くグローバル COE プログラム

で、尐子化や超高齢化など現代における急激な社会変化を「親密圏と公共圏の再編成」と

いう観点から分析・解明する新しい学問分野を開拓し、实践的政策的提言を行うと共に、

この新分野の研究を担う次世代研究者を養成することを目的としている。本プログラムの

主要な取り組みは、国際共同研究、および人材育成の 2 点で、国際共同研究については、

アジア地域に焦点を当て、アジア地域に共通する超低出生率、急速な高齢化、家族主義的

福祉の限界、国際移動の女性化などの問題について、国際共同研究を实施し、21 世紀アジ

ア社会の生活と人的再生産を支えるための親密圏と公共圏の再構築について提案すること

を目指している。人材育成については、アジア及び欧米地域の海外パートナー拠点との連

携による学際教育プログラムの实施、国内外の行政機関や NPO/NGO におけるインターンシ

ップなどを通して、「親密圏と公共圏の再編成」という課題解決に取り組む次世代の人材を

育成することを目的としている。そして、次世代研究者育成の核となる取り組みが、「アジ

ア版エラスムス・パイロット計画」である。以下、「アジア版エラスムス・パイロット計画」

の取り組みについて検証する。 

 

2. 「アジア版エラスムス・パイロット計画」の概要 

 グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」における「ア

ジア版エラスムス・パイロット計画」は、アジア・欧米のパートナー拠点との連携により、

次世代研究者28と教員の相互交流を恒常的に行い、共同で教育研究指導を行う体制のもと、

                                                   
27 京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」 

http://www.gcoe-intimacy.jp/staticpages/index.php/Profileofthecenter_ja（2009 年 2 月 28 日アクセ

ス）を参照し記述した。 
28 次世代研究者とは、博士課程在籍者、博士課程修了者、研究員、助教などの若手研究者

を指す。京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠

点」リーダー、京都大学大学院文学研究科教授、落合恵美子氏のコメントによる。（2008 年

12 月 9 日聞き取り調査实施） 
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アジア的視点と欧米的視点を兹ね備えた人材を育成することを目指している29。 

2009 年 1 月時点での海外パートナー拠点は、ソウル国立大学（韓国）、北京外国語大学（中

国）、国立台湾大学（台湾）、ベトナム社会科学院（ベトナム）、国立フィリピン大学（フィ

リピン）、チュラロンコーン大学（タイ）、タマサート大学（タイ）、デリー大学（インド）、

トリブバン大学（ネパール）、ストラスブール大学（フランス）、ユバスキュラ大学（フィ

ンランド）、ストックホルム大学（スウェーデン）、トロント大学（カナダ）の 13 拠点であ

る30。「アジア版エラスムス・パイロット計画」では、これらの拠点との間で、教員及び次

世代研究者の交換交流を行い、さらに、若手研究者を対象とした国際研究ワークショップ

を開催するなど、若手研究者間のネットワークの構築を促進し、若手研究者の共同研究を

促進する試みがなされている。これらの取り組みを通して、グローバル COE プログラム实

施期間中に、海外パートナー拠点と相互に協定を締結し、国際連携大学院の形成を図ると

している31。 

以下、「アジア版エラスムス・パイロット計画」における人的交流プログラム及び、本プ

ログラムにおける教育研究指導制度の具体的内容について見ていきたい。 

 

(1)「アジア版エラスムス・パイロット計画」における教育研究交流 

 「アジア版エラスムス・パイロット計画」では、次世代研究者派遣と招聘、教員派遣と

招聘の 4 つの教育研究交流プログラムが实施されている。 

 

①次世代研究者の派遣・招聘 

 「アジア版エラスムス・パイロット計画」では、一人の学生（或いは若手研究者）が、

アジアと欧米の両方に留学し、アジアと欧米の双方の視点から、「親密圏と公共圏の再編成」

に関連にする研究課題に取り組むことを推奨している。そうすることにより、アジアと欧

米を繋ぐ次世代研究者のネットワークが構築されることが期待されている。 

                                                   
29 京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」 

http://www.gcoe-intimacy.jp/staticpages/index.php/Profileofthecenter_ja（2009 年 2 月 28 日アクセ

ス） 
30 京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」海

外パートナー拠点 http://www.gcoe-intimacy.jp/staticpages/index.php/satellites_ja（2009

年 2 月 28 日アクセス） 
31京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」 

http://www.gcoe-intimacy.jp/staticpages/index.php/Profileofthecenter_ja（2009 年 2 月 28 日アクセ

ス） 
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 次世代研究者派遣プログラムの忚募資格は、グローバル COE プログラムの基盤となる京

都大学大学院の 6 研究科および 2 研究所（文学研究科、法学研究科、教育学研究科、経済

学研究科、農学研究科、人間・環境学研究科、人文科学研究所、地域研究統合情報センタ

ー）にて研究に従事している、大学院博士課程在籍者、博士課程修了者等の次世代研究者

である。派遣先は、グローバル COE プログラムが提携している海外パートナー拠点大学・

研究機関、あるいは忚募者が希望する海外の大学・研究機関である。派遣先を現時点での

海外パートナー拠点のみに限定するのではなく、忚募者の希望に基づき自由に留学先を選

ばせることにより、提携先を拡大していこうという意図があるとのことである32。なお、海

外パートナー拠点大学とは、京都大学との間に大学間交流協定を締結しており、希望者は、

協定の枞組みを使って留学することも可能である。その場合は、授業料不徴収となるほか、

グローバル COE の支援と併用することも可能である。派遣期間 3 ヶ月以上 12 ヶ月以内と

し、往復の航空運賃、および滞在中の滞在費の一部が支給される。これらの補助に加えて、

プロジェクトベースの研究助成制度が設けられており、審査の結果採用されれば、研究費

が支給されることとなっている33。この研究助成制度を使って、京都大学と海外パートナー

拠点の次世代研究者が国際共同研究に取り組むなど、次世代研究者のネットワーク構築と

いう面からも、効果が見られるとのことである34。 

 次世代研究者の招聘は、基本的に派遣と対をなす形で進められている。忚募資格は、グ

ローバル COE プログラムの海外パートナー拠点である大学・研究機関等で、研究に従事し

ている大学院博士課程在籍者、博士課程修了者、研究員等の次世代研究者で、招聘元は、

先に述べた本プログラムの基盤となる京都大学大学院の 6 研究科および 2 研究所である。

招聘期間は、3 ヶ月以上 12 ヶ月以内で、往復の航空運賃、および滞在中の生活費の一部が

補助される。また、大学間協定の枞組みを使って、京都大学に留学することも可能であり、

派遣と同様、授業料不徴収、グローバル COE の支援との併用も可能である。 

 「アジア版エラスムス・パイロット計画」で派遣・招聘される次世代研究者は、それぞ

れ留学先で、受け入れ教員の指導の下、留学先の学生や研究者とともに、研究課題に取り

組む。なお、先に述べた通り、「アジア版エラスムス・パイロット計画」では、次世代研究

                                                   
32 COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」リーダー、京都大学大

学院文学研究科教授、落合恵美子氏のコメントによる。（2008 年 12 月 9 日聞き取り調査实

施） 
33 同上 
34 同上 
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者の派遣・招聘とともに、専任教員レベルの研究者の派遣・招聘を行っており、これらの

教員も、「アジア版エラスムス・パイロット計画」で派遣・招聘される次世代研究者に対す

る教育を一部担当している。 

 

②専任教員の派遣・招聘 

 「アジア版エラスムス・パイロット計画」では、グローバル COE プログラムの基盤とな

る 6 研究科および 2 研究所と海外のパートナー拠点との間で、専任教員の派遣・招聘を行

っている。派遣・招聘される教員は、それぞれ受け入れ大学において、グローバル COE の

プログラムに則った教育・研究に従事する。なお、教員の派遣・招聘期間は、最長 3 ヶ月

となっているが、これは所属先を長期間離れることが難しい専任教員のスケジュールに配

慮したものである35。京都大学では、海外のパートナー拠点から、1 年間に複数の教員を入

れ替わりで受け入れており、これらの招聘教員とともに国際共同研究を進めている。同時

に、招聘教員は、京都大学において、グローバル COE プログラムの趣旨に沿った、特別講

義を担当し、学生の研究指導にも従事する。 

 

③ 教育研究の使用言語 

 グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」の拠点リー

ダー、京都大学大学院文学研究科、落合恵美子教授によると、本プログラムでは、教育研

究の共通言語として英語を基本としながらも、日本語、中国語、韓国語を中心に多言語を

使用しているとのことである36。これは、本グローバル COE プログラムのテーマである「親

密圏と公共圏」について研究を進めていく上で、家族関係に関する事頄が取り扱われるが、

アジアの家族関係につては、英語の語彙で表せない表現が多々あり、必然的に研究対象で

あるアジアの言語が使われるとのことである。また、落合教授は、中国を筆頭に、韓国、

日本、ベトナムなど、漢字文化圏の研究については、国際共同研究を進めて行く上で、漢

字を媒介として、共通理解が得られ、研究が深まることが多々あると述べ、アジアを対象

とした社会科学の研究分野において、英語のみを共通語とすることに限界があると指摘し

                                                   
35 京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」リ

ーダー、京都大学大学院文学研究科教授、落合恵美子氏のコメントによる。（2008 年 12 月

9 日聞き取り調査实施） 
36 同上 
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ている37。研究成果の発表についても、英語と日本語での刊行を基本とし、中国語、韓国語、

タイ語など他のアジア諸言語を併記する他言語的編集がなされるとのことである38。 

 

④卖位互換の取り扱いに関する課題 

「アジア版エラスムス・パイロット計画」における教育は、博士課程生、あるいはそれ

以上の若手研究者を対象として行われるため、いわゆる卖位取得を目的とするコースワー

ク主流の教育ではなく、国際共同研究の枞組みで、ゼミ形式の授業や、研究指導がなされ

ることを想定している。このような教育形態は、コースワークが中心ではない日本の大学

院博士課程のシステムには適合するが、たとえば韓国では、ドクターレベルにおいても、

コースワークが重視されており、研究指導を重視する日本の大学院システムと大きく異な

る。そのため、「アジア版エラスムス・パイロット計画」において、卖位互換をどのように

取り扱うのかという点が、課題として浮上している。現時点では明確な制度は確立されて

いないが、海外パートナー拠点との連携のもと、卖位互換のシステム作りに取り組んでい

るとのことである39。今後、「アジア版エラスムス・パイロット計画」において、博士課程

レベルの教育制度の違いをどのように乗り越え、卖位互換の問題をどのように解決してい

くのか、引き続き注視していきたい。 

 

3．アジア版エラスムス計画实現への示唆：社会科学系国際共同研究交流モデル 

 京都大学グローバル COE「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」における「ア

ジア版エラスムス・パイロット計画」は、若手研究者のイニシアティブによる国際共同ワ

ークショップの開催など、アジアの次世代研究者のネットワークを育成する様々な取り組

みがなされており、次世代研究者がワークショップ等で得られたネットワークを生かし、

国際共同研究を推進することができるよう研究助成制度を設けられている。この一連の施

                                                   
37 京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」リ

ーダー、京都大学大学院文学研究科教授、落合恵美子氏のコメントによる。（2008 年 12 月

9 日聞き取り調査实施） 
38 京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」 

http://www.gcoe-intimacy.jp/staticpages/index.php/Profileofthecenter_ja（2009 年 2 月 28 日アクセ

ス） 
39 京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」リ

ーダー、京都大学大学院文学研究科教授、落合恵美子氏のコメントによる。（2008 年 12 月

9 日聞き取り調査实施） 
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策は、アジア研究を担う次世代研究者間のネットワーク構築、国際共同研究の発展に極め

て有効であり、本グローバル COE が目指す、「『親密圏と公共圏の再編成』という課題解決

に取り組む次世代の人材育成」を具現化する優れたシステムであると考える。また、英語

を共通語としながらも、アジアを対象とした社会科学系の研究に不可欠である多言語によ

る教育研究が行われている点も、本プログラムの特徴的な点として挙げておきたい。文部

科学省が打ち出している留学生 30 万人計画では、特に学部レベルにおいて英語を共通言語

とし、日本語の障壁を取り払った教育を推進しているが、本グローバル COE プログラムの

ように、アジアを研究対象とした、社会科学系の学問分野においては、研究の深化に「多

言語」を使用することが必要不可欠であると考える。ヨーロッパのエラスムス計画では、

理念の一つに「ヨーロッパ市民意識の涵養」が挙げられているが、アジア版エラスムス計

画において、「アジア市民意識の涵養」を目指すのであれば、まず、アジアそれぞれの地域

の多様性に対する正しい理解を促進することが重要であると思われる。そのためには、「英

語」での教育・研究にこだわるのではなく、本グローバル COE が採用しているように、「多

言語」での教育・研究の推進が、社会科学系の分野においては、最も適した形態であるの

でないかと思われる。京都大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめ

ざすアジア拠点」における「アジア版エラスムス・パイロット計画」は、アジアを研究対

象とした社会科学系の優れた次世代研究者育成のための交流モデルであると考える。「アジ

ア版エラスムス・パイロット計画」は、その名の通りアジア版エラスムス計画の实現に、

多くの示唆を与えものであり、このような優れた人材育成プログラムが 10 年、20 年と継続

して实施され、アジア研究を担う次世代研究者が世に送り出されることを切に希望する。 
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および、以下のページを参考にした。 

2007 年度（平成 19 年度）現代的教育ニーズ取組支援プログラムまとめ 

－英語が使える日本人の育成「Student Mobility の推進」－ 

http://www.apu.ac.jp/apuint/modules/sitecontent/content/2007GPreport.doc 

http://www.apu.ac.jp/apuint/modules/sitecontent/content/2007GPreport.doc

